
来
年
１
月
に

「
第
５
回
和
牛
甲
子
園
」を
開
催（
畜
産
総
合
対
策
部
）

「Farm Love with
ファーマーズ&キッズフェスタ」で
「ニッポンエール」をPR
（耕種総合対策部・営業開発部）

農畜産物直売所
「とれたて元気市 広島店」
リニューアルオープン（広島県本部）

10月9日は「仙台牛の日」で
キャンペーン展開（宮城県本部）

海外拠点便り
（ウイリアム・H・マイナー農業研究所）

JAズームイン
（福島：JAふくしま未来）

カーリング女子&ミックスダブルス
日本代表が決定!
選手の皆さんと大会を「ニッポンの食」で応援
（広報・調査部）

JAタウンショップ紹介
JA大潟村（秋田県）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

4

8

サッカー「ブラウブリッツ秋田」と
コラボ企画を開催（秋田県本部）Web

限定 米消費拡大狙いパラパラ漫画動画を公開
（千葉県本部）

2

3

加藤さんが取り組む農産物物流の新しい仕組み「やさいバス」や、壊れないビニールハウス「ニンジャハウス」
（6-7面）

20県36校の「高校牛児」たちが日頃の成果
を競う（3面）

農畜産物直売所「とれたて元気市 広島店」
を10月14日にリニューアルオープン（2面）

スタートアップインタビュー
「やさいバス」で新たな価値創造に挑む
㈱エムスクエア・ラボ 代表取締役 加藤百合子さん（広報・調査部）

5
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る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」「
ど
の

味
が
人
気
が
あ
る
の
か
」な
ど
多

数
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く

な
ど
大
変
好
評
で
、
準
備
し
た

商
品
は
ほ
ぼ
完
売
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
日
本
農
業
法
人
協
会

と
協
力
し
、
国
産
農
産
物
の
良

さ
を
消
費
者
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。

News!

「Farm Love with ファーマーズ&キッズフェスタ」で「ニッポンエール」をPR
農業と国産農畜産物の魅力を発信 耕種総合対策部・営業開発部

　
耕
種
総
合
対
策
部
T
A
C
推
進
課
は
10
月
2
日
、日
本
農
業
法
人

協
会
主
催
の「
F
a
r
m 

L
o
v
e 

w
i
t
h 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
&

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」に
出
展
し
、
国
産
素
材
を
使
用
し
た
農
産
加
工

品
シ
リ
ー
ズ「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
」を
消
費
者
に
向
け
て
P
R
し
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
全

国
の
プ
ロ
農
業
者
と
食
農
関
連

事
業
者
が
集
い
、
消
費
者
と
の

交
流
や
こ
だ
わ
り
の
農
畜
産
物

の
販
売
を
通
し
て
農
業
と
国
産

農
畜
産
物
の
魅
力
を
発
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
商
業
施
設

「
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
」（
東
京
都

世
田
谷
区
）で
は
、
同
協

会
員
に
よ
る
農
産
加
工
品

の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
で
の

P
R
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
を
中
心
と
す
る
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
全
農
は
メ
イ
ン
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
参
画
し
、
新

発
売
の
28
種
の
果
実
グ
ミ

を
は
じ
め
と
す
る「
ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
」商
品
を
営
業

開
発
部
と
共
同
で
販
売
し

ま
し
た
。訪
れ
た
方
か
ら
は

「
通
常
は
ど
こ
で
買
い
求
め

28種の果実グミを販売

み
の
る
キ
ッ
チ
ン
」や
、ス
イ
ー

ツ
や
飲
料
を
販
売
す
る「
み
の

り
カ
フ
ェ
」を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
向
け
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
Ｐ
Ｃ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
生
産
資

材
の
購
入
や
営
農

情
報
の
検
索
が

可
能
な「
J
A
-

ｅ
Ｃ
Ａ
Ｔ
」コ
ー

ナ
ー
を
店
舗
内
に

新
設
し
ま
し
た
。

発
注
情
報
の
や
り

取
り
を
電
子
化
す

る
こ
と
で
、J
A

グ
ル
ー
プ
全
体
の

事
務
の
合
理
化
や

職
員
の
営
農
指
導

に
も
生
か
せ
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｄ
Ｘ
）に
も

力
を
入
れ
、
生
産

者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
き
ま

す
。

News!

農畜産物直売所「とれたて元気市 広島店」リニューアルオープン
「JA–eCAT」コーナーを新設し生産者ニーズにも対応 広島県本部

　
広
島
県
本
部
は
、農
畜
産
物
直
売
所「
と
れ
た
て
元
気
市 

広
島
店
」

を
10
月
14
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
店
で
は
県
内
約
２
０
０

０
人
の
生
産
者
が
出
荷
す
る
旬

の
野
菜
や
果
物
、
花
き
な
ど
を

は
じ
め
、米
、精
肉
、鮮
魚
、卵

の
販
売
の
他
、
新
た
に
、
総
菜

を
製
造
・
販
売
す
る「
み
の
り

「とれたて元気市 広島店」リニューアルオープン式典のテープカットの様子（広島市）

22021 10.25 vol.977

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



り
組
み
と
、
そ
の
成
果
と
し
て

の
枝
肉
の
肉
質
を
競
い
合
い
ま

す
。
第
5
回
に
は
新
規
参
加
県

が
1
県
、
新
規
参
加
校
が
５
校

の
合
計
20
県
36
校
51
頭
と
、

過
去
最
多
の
高
校
と
肉
牛

が
出
場
す
る
予
定
で
す（
前

回
は
19
県
33
校
47
頭
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

前
回
と
同
様
に
主
会
場

の
A
g
V
e
n
t
u
r
e 

L
a
b
（
東
京
・
大
手

町
）と
各
出
場
校
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
い
で
行
い
ま

す
。ま
た
、枝
肉
共
励
会
は

例
年
通
り
、
東
京
食
肉
市

場
で
行
い
ま
す
。
当
日
は

Y
o
u
Tu
b
e
で
大
会
の

模
様
を
配
信
し
ま
す
の
で
、

高
校
牛
児
た
ち
の
熱
い
戦

い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
せ

ん
ぎ
ゅ
う
丼
」の
第
2
弾
と

し
て
、
11
店
舗
、
7
つ
の
新
メ

ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。仙
台

市
内
の「
C
R
O
S
S　
B　

P
L
U
S
」で
は
、「
仙
台
牛
ウ

チ
モ
モ
の
グ
リ
ル
」な
ど
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
を
期
間
限
定
で
提
供

し
ま
し
た
。プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
・
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
と
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ「
生
産
農

家
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

仙
台
牛

を
食
べ
て
応
援
し
よ
う
！
」を
立

ち
上
げ
、食
べ
て
生
産
者
を
応
援

す
る
企
画
を
実
施
し
、目
標
額
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、消
費

者
を
招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、引
き

続
き
、仙
台
牛
の
銘
柄
認
知
度
向

上
、牛
肉
消
費
へ
つ
な
が
る
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

News!

News!

来年1月に「第5回和牛甲子園」を開催

10月9日は「仙台牛の日」でキャンペーン展開

20県36校の「高校牛児」たちが日頃の成果を競う

「仙台牛」の銘柄認知度向上と消費推進目指す

畜産総合対策部

宮城県本部

　
畜
産
総
合
対
策
部
は
２
０
２
２
年
１
月
21
日
、「
第
5
回
和
牛
甲

子
園
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
過
去
最
多
の
20
県
36

校
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
宮
城
県
本
部
と
仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
は「
仙
台
牛
」の
魅
力

を
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
、
10
月
9
日
の「
仙
台
牛
の
日
」に
合
わ

せ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
和
牛
甲
子
園
は「
和
牛
を
飼

育
す
る
農
業
高
校
の
生
徒
」＝

「
高こ
う
こ
う
ぎ
ゅ
う
じ

校
牛
児
」の
大
会
で
す
。全
国

の
高
校
牛
児
が
和
牛
飼
育
の
取

　

今
年
は
、T
O
K
Y
O 

F
M

系
列
38
局
ネ
ッ
ト
で
放
送
す
る

「
Ｊ
Ａ
全
農
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」内
で
、抽
選
で

22
人
に
仙
台
牛
が
当
た
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。放
送
内
で
は
、パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
ら
が
仙
台

牛
を
堪
能
し
ま
し
た
。仙
台
牛
公

式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
、人
気

の
調
理
ア
イ
テ
ム
や
仙
台
牛
が

当
た
る「
ス
キ
ス
キ
仙
台
牛
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
11

月
14
日
ま
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
仙
台
牛
を
気
軽
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
生
産

者
の
応
援
に
つ
な
げ
よ
う
と

番組で仙台牛を堪能するパーソ
ナリティの安田レイさんとジョージ・
ウィリアムズさん

ホーム
ページは
こちら

仙台牛銘柄
推進協議会

仙台牛
インスタグラム
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　ニューヨーク州は米国でもトップ5に入る乳生
産量を誇る一大酪農地帯です。マイナー研では
自給のコーンサイレージを豊富に使用し、嗜好性
の高い完全混合飼料（TMR）を牛の好きなだけ
食べさせる最高の食卓づくりを常に目指していま
す。「実入りよし！切断長よし！発酵品質よし！今日
も美味である」（牛より）。

イチオシ現地食

　
全
農
と
は
、移
行
期
の
飼
養
管
理
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
代
替
原
料
の
評
価
、粗

飼
料・繊
維
発
酵
の
評
価
と
給
餌
戦

略
、子
牛
の
飼
養
管
理
な
ど
の
共
同

試
験
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。得
ら

れ
た
知
見
は
商
品
開
発
、担
当
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
活
用
す
る
他
、毎
年

日
本
で
開
講
す
る「
全
農
酪
農
セ
ミ

ナ
ー
」を
通
し
て
農
家
の
方
々
へ
も
情

報
共
有
す
る
な
ど
、日
本
の
酪
農
生

産
現
場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、一
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム・
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に

移
行
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
マ
イ
ナ
ー

研
が
主
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

で
は
米
国
内
外
か
ら
3
5
0
0
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
る
な
ど
、新
し

い
情
報
発
信
の
仕
方
も
模
索
し
て
い

ま
す
。

　
全
農
は
1
9
9
6
年
か
ら
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
北
部
に
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム・H・

マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所（
マ
イ
ナ
ー
研
）と

業
務
提
携
し
て
い
ま
す
。全
農
の
飼
料
畜

産
中
央
研
究
所
の
職
員
1
人
が
現
地
に

駐
在
し
て
お
り
、乳
牛
の
飼
養
管
理・商

品
開
発
に
関
わ
る
共
同
試
験
と
米
国
の

知
見
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ー
研
は
、1
9
1
5
年
に
当
地

出
身
の
ウ
イ
リ
ア
ム・H・マ
イ
ナ
ー
氏
が
創

設
し
た
農
場
を
前
身
と
し
、1
9
5
1
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。酪
農
分
野
に
お
け

る
教
育
、研
究
お
よ
び
地
域
貢
献
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。直
近
で
は
、約
5
0
0
頭

の
搾
乳
牛
で
、年
間
平
均
乳
量
1
万

4
0
0
0
㎏
／
頭
を
超
え
る
高
成
績
を

安
定
し
て
維
持
し
て
い
ま
す
。州
内
外
を

問
わ
ず
、酪
農
後
継
者
や
学
生
の
研
修
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、国
内
外
の
企
業
、州

政
府
、米
国
政
府（
農
務
省
、環
境
保
護

庁
）と
の
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
リ
ア
ム・H・マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所

牛  た ち の

大
酪
農
地
帯
で
の
共
同
試
験
を
実
施

得
ら
れ
た
知
見
を
日
本
に
発
信

ウイリアム・H・マイナー農業研究所
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概要 令和３年２月末現在

正組合員数� ４万５８０４人
准組合員数� ４万８４１２人
職員数� １２２０人
販売品取扱高� ２８７億１千万
購買品取扱高� ９６億８千万
貯金残高� ７３４８億５千万円
長期共済保有高� ２兆４６８７億７千万
主な農畜産物� 桃、キュウリ、 

あんぽ柿、梨、リンゴ、水稲

で
同
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る「
み
ら

い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
で
す
。毎
月
１
回
、メ
ン
バ
ー

が
旬
を
迎
え
る
農
産
物
の
圃ほ

場

を
訪
ね
、
農
産
物
の
魅
力
や
生

産
者
の
こ
だ
わ
り
を
伝
え
る
動

画
や
、
そ
の
農
産
物
を
使
っ
た

料
理
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
動
画

な
ど
を
配
信
し
て
い
て
、
若
手

が
頑
張
る
姿
は
視
聴
者
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
み
ら
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で

は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
が
伝
統
料

理
を
紹
介
す
る「
か
ぁ
ち
ゃ
ん

直
伝
女
性
部
レ
シ
ピ
」シ
リ
ー
ズ

JA ふくしま未来
（福島県）

若
手
職
員
ら
が
農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
を
結
成

農
産
物
の
魅
力
や
レ
シ
ピ
を
動
画
で
紹
介

導
員
か
ら
金
融
共
済
の
窓
口
を

務
め
る
職
員
ま
で
担
当
部
署
は

さ
ま
ざ
ま
。生
産
者
と
消
費
者
の

架
け
橋
と
な
っ
て
農
畜
産
物
を

Ｐ
Ｒ
す
る
事
を
目
的
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
に
販
売
促
進
活
動
や
農
産

物
の
贈
呈
式
な
ど
で
活
躍
し
ま

す
が
、
こ
の
チ
ー
ム
が
特
に
注

力
す
る
取
り
組
み
は
、
動
画
投

稿
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上

の
産
地
で
、桑
折
町
は「
献
上
桃

の
郷
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。相
馬
地
域
は
太
平
洋
と
阿
武

隈
高
地
に
囲
ま
れ
た
温
暖
な
気

候
で
、平
坦
部
で
は
水
稲
、山
間

部
で
は
畜
産
が
盛
ん
で
す
。管
内

全
域
で
果
物
、
野
菜
、
水
稲
、
畜

産
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
は
20
年

11
月
、
若
手
職
員
た
ち
に
よ
る

農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム「
Ｊ
-Ｆ

Ａ
Ｐ（
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ッ
プ
）」を

結
成
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、管
内
の
福
島
・

伊
達
・
安
達
・
そ
う
ま
の
各
地

区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
平
均
年
齢

26
歳
の
職
員
12
人
で
、
営
農
指

や
、
管
内
の
景
色
を
小
型
無
人

飛
行
機（
ド
ロ
ー
ン
）で
撮
影
し

た「
ド
ロ
ー
ン
で
見
る
故
郷
の

風
景
」シ
リ
ー
ズ
を
随
時
更
新

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ

イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
活
用
し
た
管

内
の
風
土
や
歴
史
、
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る「
新
し
い
発
信
」に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

若
手
職
員
が

地
域
農
産
物
の
魅
力
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

福島県

山形県

新潟県

宮城県

栃木県

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
は

２
０
１
６
年
3
月
1
日
に
Ｊ
Ａ

新
ふ
く
し
ま
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

い
、Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
安
達
、Ｊ
Ａ

そ
う
ま
の
4
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。福
島
県
北
地
域
と

相
馬
地
方
を
管
轄
す
る
広
域
Ｊ

Ａ
で
、
管
内
面
積
は
福
島
県
の

１９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
県
北
地
域
は
気
候
特
性
を
生

か
し
た
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

桃
、リ
ン
ゴ
、梨
な
ど
全
国
有
数

各イベントで活用するメンバーの顔と名前
入りののぼり

桃をＰＲするＪ-ＦＡＰのメンバー

旬の梨を使ったレシピを紹介

圃場で農産物の魅力を伝えるメンバー

「
み
ら
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

は
こ
ち
ら

　ニューヨーク州は米国でもトップ5に入る乳生
産量を誇る一大酪農地帯です。マイナー研では
自給のコーンサイレージを豊富に使用し、嗜好性
の高い完全混合飼料（TMR）を牛の好きなだけ
食べさせる最高の食卓づくりを常に目指していま
す。「実入りよし！切断長よし！発酵品質よし！今日
も美味である」（牛より）。

イチオシ現地食

　
全
農
と
は
、移
行
期
の
飼
養
管
理
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
代
替
原
料
の
評
価
、粗

飼
料・繊
維
発
酵
の
評
価
と
給
餌
戦

略
、子
牛
の
飼
養
管
理
な
ど
の
共
同

試
験
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。得
ら

れ
た
知
見
は
商
品
開
発
、担
当
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
活
用
す
る
他
、毎
年

日
本
で
開
講
す
る「
全
農
酪
農
セ
ミ

ナ
ー
」を
通
し
て
農
家
の
方
々
へ
も
情

報
共
有
す
る
な
ど
、日
本
の
酪
農
生

産
現
場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、一
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム・
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に

移
行
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
マ
イ
ナ
ー

研
が
主
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

で
は
米
国
内
外
か
ら
3
5
0
0
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
る
な
ど
、新
し

い
情
報
発
信
の
仕
方
も
模
索
し
て
い

ま
す
。

　
全
農
は
1
9
9
6
年
か
ら
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
北
部
に
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム・H・

マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所（
マ
イ
ナ
ー
研
）と

業
務
提
携
し
て
い
ま
す
。全
農
の
飼
料
畜

産
中
央
研
究
所
の
職
員
1
人
が
現
地
に

駐
在
し
て
お
り
、乳
牛
の
飼
養
管
理・商

品
開
発
に
関
わ
る
共
同
試
験
と
米
国
の

知
見
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ー
研
は
、1
9
1
5
年
に
当
地

出
身
の
ウ
イ
リ
ア
ム・H・マ
イ
ナ
ー
氏
が
創

設
し
た
農
場
を
前
身
と
し
、1
9
5
1
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。酪
農
分
野
に
お
け

る
教
育
、研
究
お
よ
び
地
域
貢
献
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。直
近
で
は
、約
5
0
0
頭

の
搾
乳
牛
で
、年
間
平
均
乳
量
1
万

4
0
0
0
㎏
／
頭
を
超
え
る
高
成
績
を

安
定
し
て
維
持
し
て
い
ま
す
。州
内
外
を

問
わ
ず
、酪
農
後
継
者
や
学
生
の
研
修
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、国
内
外
の
企
業
、州

政
府
、米
国
政
府（
農
務
省
、環
境
保
護

庁
）と
の
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
リ
ア
ム・H・マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所

牛  た ち の

大
酪
農
地
帯
で
の
共
同
試
験
を
実
施

得
ら
れ
た
知
見
を
日
本
に
発
信

ウイリアム・H・マイナー農業研究所
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 Z
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Ｊ
Ａ
ズ
ー
ム
イ
ン
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　も
と
も
と
は
工
業
系
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
2
人
目
の
子
ど
も
を

産
ん
だ
あ
と
に「
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」と
思
い
、

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
静
岡
大

学
の
社
会
人
講
座
に
通
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
農
業
の
実
情
に
つ
い
て
知
り
、

自
分
の
培
っ
て
き
た
技
術
で
課
題
解

決
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
2
0
0
9
年
に
起
業
し
ま
し

た
。
最
初
は
農
産
物
を
売
り
た
い
人

と
買
い
た
い
人
、
農
機
を
貸
し
た
い

人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
シ
ェ
ア
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
鳴
か
ず

飛
ば
ず
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
う

生
産
者
が
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で

「
10
年
早
か
っ
た
ね
」と
最
近
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
農
家
と
需
要
者
の

需
要
マ
ッ
チ
ン
グ
を
直
接
支
援
す
る

「
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
」を
行
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
物
流
や
受
発
注
を
変

え
な
い
と
広
が
ら
な
い
な
と
気
付
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
受
注

の
シ
ス
テ
ム
化
と
共
同
配
送
と
い
う

仕
組
み
に
思
い
至
り
、「
や
さ
い
バ
ス
」

を
始
め
ま
し
た
。

　出
荷
し
た
い
生
産
者（
現
在
事
業

展
開
す
る
7
都
道
県
で
7
0
0
人
）

が
ア
プ
リ
上
で
出
品
登
録
し
ま
す
。

買
い
手（
同
2
0
0
0
人
、
主
に
小

売
り
業
者
と
外
食
業
者
）が
そ
れ
を

見
て「
品
目
・
数
量
・
希
望
日
」を

指
定
し
ま
す
。
生
産
者
が
決
め
ら
れ

た
日
時
に
近
く
の
停
留
所（
と
呼
ば

れ
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）に
農
産
物

を
置
く
と
、
バ
ス（
と
呼
ば
れ
る
ト

ラ
ッ
ク
や
バ
ン
）が
取
り
に
来
ま
す
。

そ
れ
を
別
の
停
留
所
に
降
ろ
し
て
、

買
い
手
が
受
け
取
る
。
ま
さ
に
地
域

内
循
環
バ
ス
の
乗
客
が
野
菜
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
運
賃
は
1
ケ
ー
ス

3
5
0
円
で
、
買
い
手
が
負
担
し
ま

す
。
鮮
度
の
高
い
野
菜
を
安
い
運
賃

で
地
域
内
循
環
で
き
る
仕
組
み
で

す
。　地

元
・
静
岡
か
ら
始
め
た
取
り
組

み
で
す
が
、
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
郵

便
局
や
鉄
道
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
か

ら
の
関
心
も
高
い
で
す
。
こ
の
事
業

で
は
地
域
の
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
取
り
組
み

を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
へ
の
期
待
も
高
い
と
感
じ
ま
す
。

現
在
は「
や
さ
い
バ
ス
」を
導
入
し
た

い
と
手
を
挙
げ
た
地
域
と
話
を
進
め

て
導
入
地
域
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
い
ず
れ
は
全
国
制
覇
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　導
入
に
当
た
っ
て
は
熱
量
の
高
い

チ
ー
ム
づ
く
り
が
成
功
の
条
件
で
す
。

地
域
行
政
の
参
加
は
必
須
で
、
で
き

れ
ば
J
A
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
既
に
J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン

ド（
長
野
）や
J
A
や
さ
と（
茨
城
）

な
ど
と
協
業
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
農
広
島
県
本
部
、
神
奈
川
県
本

部
と
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。　も

と
も
と
買
い
手
は
外
食
業
者
が

多
か
っ
た
の
で
、
昨
年
は
大
き
く
売

り
上
げ
が
落
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
小
売
業
者
に
声
掛
け
し
た
と
こ

ろ
功
を
奏
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

遠
出
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
地
元
地

域
の
価
値
を
見
直
そ
う
と
い
う
機
運

「
情
報
」と「
ヒ
ト
」を「
物
流
」で
つ
な
ぐ

「
や
さ
い
バ
ス
」で
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
む

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

㈱
エ
ム
ス
ク
エ
ア・ラ
ボ

加
藤
百
合
子
さ
ん

代
表
取
締
役

　異
業
種
か
ら「
ひ
ら
け
日
本
の
農
業
」を
テ
ー
マ
に
起
業
し
た
女
性
が
今
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。農
業
ロ
ボ
ッ
ト
、壊
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、縦
型
水
耕
栽
培
、

デ
ザ
イ
ン
・
I
T
支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
手
掛
け
る
パ
ワ
フ
ル

な
起
業
家
・
加
藤
百
合
子
さ
ん
に
、
農
産
物
物
流
の
新
し
い
仕
組
み「
や
さ
い
バ

ス
」の
取
り
組
み
を
中
心
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

起
業
の
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
に

影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

「
や
さ
い
バ
ス
」の

仕
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

全
国
か
ら
の
注
目
度
も

高
い
と
聞
き
ま
す
。

導
入
す
る
際
の
成
功
要
因
は

あ
り
ま
す
か
？

が
あ
っ
た
こ
と
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
観
点
か
ら
、
な
る
べ
く
地
元

で
調
達
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生

を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
動
き
と
マ
ッ

チ
し
た
と
思
い
ま
す
。

　「モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
」（
写
真
①
）

と
い
う
農
業
向
け
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト

を
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
は（
自
身

が
社
外
取
締
役
を
務
め
る
）ス
ズ
キ

な
ど
と
新
し
い
車
体
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
農
産
物
の
運
搬
や

防
除
・
除
草
作
業
へ
の
活
用
が
で
き

る
機
器
で
す
。
ま
た
台
風
に
強
い
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス「
ニ
ン
ジ
ャ
ハ
ウ
ス
」（
写

真
②
）や
、
縦
型
の
水
耕
栽
培「
フ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ル
」（
写
真
③
）、
デ
ザ
イ

ン
と
I
T
で
農
業
を
支
援
す
る
た
め

の
会
社
を
台
湾
に
設
立
し
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　農
業
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
持
つ
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ

ラ
で
す
。
そ
の
機
能
を
存
分
に
発
揮

す
る
た
め
、
私
た
ち
の
よ
う
な
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
交
わ
り
血
を
入
れ
な
が
ら

時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
J
A
グ
ル
ー
プ
が
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
で
楽
し
い
農
業
を
実
現
す
る
主

役
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
や
さ
い
バ
ス
」以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。

最
後
に
、と
て
も
パ
ワ
フ
ル
な

加
藤
代
表
か
ら
J
A
グ
ル
ー
プ
に

期
待
す
る
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
① 「
モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
」を

利
用
し
た
農
薬
散
布

写
真
② 

台
風
に
強
い

「
ニ
ン
ジ
ャハ
ウ
ス
」

写
真
③ 

縦
型
水
耕
栽
培

「
フ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ル
」

㈱
エ
ム
ス
ク
エ
ア
・

ラ
ボ
の
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

「やさいバス」のしくみ運送には旅客バスも利用

農産物の受け渡し松坂屋静岡店もバス停の一つ

「やさいバス」のバス停 まちを走るやさいバス
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　も
と
も
と
は
工
業
系
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
2
人
目
の
子
ど
も
を

産
ん
だ
あ
と
に「
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」と
思
い
、

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
静
岡
大

学
の
社
会
人
講
座
に
通
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
農
業
の
実
情
に
つ
い
て
知
り
、

自
分
の
培
っ
て
き
た
技
術
で
課
題
解

決
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
2
0
0
9
年
に
起
業
し
ま
し

た
。
最
初
は
農
産
物
を
売
り
た
い
人

と
買
い
た
い
人
、
農
機
を
貸
し
た
い

人
と
借
り
た
い
人
の
情
報
シ
ェ
ア
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
鳴
か
ず

飛
ば
ず
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
う

生
産
者
が
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で

「
10
年
早
か
っ
た
ね
」と
最
近
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
農
家
と
需
要
者
の

需
要
マ
ッ
チ
ン
グ
を
直
接
支
援
す
る

「
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
」を
行
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
物
流
や
受
発
注
を
変

え
な
い
と
広
が
ら
な
い
な
と
気
付
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
受
注

の
シ
ス
テ
ム
化
と
共
同
配
送
と
い
う

仕
組
み
に
思
い
至
り
、「
や
さ
い
バ
ス
」

を
始
め
ま
し
た
。

　出
荷
し
た
い
生
産
者（
現
在
事
業

展
開
す
る
7
都
道
県
で
7
0
0
人
）

が
ア
プ
リ
上
で
出
品
登
録
し
ま
す
。

買
い
手（
同
2
0
0
0
人
、
主
に
小

売
り
業
者
と
外
食
業
者
）が
そ
れ
を

見
て「
品
目
・
数
量
・
希
望
日
」を

指
定
し
ま
す
。
生
産
者
が
決
め
ら
れ

た
日
時
に
近
く
の
停
留
所（
と
呼
ば

れ
る
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）に
農
産
物

を
置
く
と
、
バ
ス（
と
呼
ば
れ
る
ト

ラ
ッ
ク
や
バ
ン
）が
取
り
に
来
ま
す
。

そ
れ
を
別
の
停
留
所
に
降
ろ
し
て
、

買
い
手
が
受
け
取
る
。
ま
さ
に
地
域

内
循
環
バ
ス
の
乗
客
が
野
菜
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
運
賃
は
1
ケ
ー
ス

3
5
0
円
で
、
買
い
手
が
負
担
し
ま

す
。
鮮
度
の
高
い
野
菜
を
安
い
運
賃

で
地
域
内
循
環
で
き
る
仕
組
み
で

す
。　地

元
・
静
岡
か
ら
始
め
た
取
り
組

み
で
す
が
、
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
郵

便
局
や
鉄
道
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
か

ら
の
関
心
も
高
い
で
す
。
こ
の
事
業

で
は
地
域
の
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
取
り
組
み

を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
へ
の
期
待
も
高
い
と
感
じ
ま
す
。

現
在
は「
や
さ
い
バ
ス
」を
導
入
し
た

い
と
手
を
挙
げ
た
地
域
と
話
を
進
め

て
導
入
地
域
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
い
ず
れ
は
全
国
制
覇
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　導
入
に
当
た
っ
て
は
熱
量
の
高
い

チ
ー
ム
づ
く
り
が
成
功
の
条
件
で
す
。

地
域
行
政
の
参
加
は
必
須
で
、
で
き

れ
ば
J
A
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
既
に
J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン

ド（
長
野
）や
J
A
や
さ
と（
茨
城
）

な
ど
と
協
業
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
農
広
島
県
本
部
、
神
奈
川
県
本

部
と
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。　も

と
も
と
買
い
手
は
外
食
業
者
が

多
か
っ
た
の
で
、
昨
年
は
大
き
く
売

り
上
げ
が
落
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
小
売
業
者
に
声
掛
け
し
た
と
こ

ろ
功
を
奏
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

遠
出
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
地
元
地

域
の
価
値
を
見
直
そ
う
と
い
う
機
運

「
情
報
」と「
ヒ
ト
」を「
物
流
」で
つ
な
ぐ

「
や
さ
い
バ
ス
」で
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
む
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

㈱
エ
ム
ス
ク
エ
ア・ラ
ボ

加
藤
百
合
子
さ
ん

代
表
取
締
役

　異
業
種
か
ら「
ひ
ら
け
日
本
の
農
業
」を
テ
ー
マ
に
起
業
し
た
女
性
が
今
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。農
業
ロ
ボ
ッ
ト
、壊
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、縦
型
水
耕
栽
培
、

デ
ザ
イ
ン
・
I
T
支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
手
掛
け
る
パ
ワ
フ
ル

な
起
業
家
・
加
藤
百
合
子
さ
ん
に
、
農
産
物
物
流
の
新
し
い
仕
組
み「
や
さ
い
バ

ス
」の
取
り
組
み
を
中
心
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

起
業
の
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
に

影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

「
や
さ
い
バ
ス
」の

仕
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

全
国
か
ら
の
注
目
度
も

高
い
と
聞
き
ま
す
。

導
入
す
る
際
の
成
功
要
因
は

あ
り
ま
す
か
？

が
あ
っ
た
こ
と
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
観
点
か
ら
、
な
る
べ
く
地
元

で
調
達
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生

を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
動
き
と
マ
ッ

チ
し
た
と
思
い
ま
す
。

　「モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
」（
写
真
①
）

と
い
う
農
業
向
け
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト

を
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
は（
自
身

が
社
外
取
締
役
を
務
め
る
）ス
ズ
キ

な
ど
と
新
し
い
車
体
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
農
産
物
の
運
搬
や

防
除
・
除
草
作
業
へ
の
活
用
が
で
き

る
機
器
で
す
。
ま
た
台
風
に
強
い
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス「
ニ
ン
ジ
ャ
ハ
ウ
ス
」（
写

真
②
）や
、
縦
型
の
水
耕
栽
培「
フ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ル
」（
写
真
③
）、
デ
ザ
イ

ン
と
I
T
で
農
業
を
支
援
す
る
た
め

の
会
社
を
台
湾
に
設
立
し
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　農
業
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
持
つ
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ

ラ
で
す
。
そ
の
機
能
を
存
分
に
発
揮

す
る
た
め
、
私
た
ち
の
よ
う
な
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
交
わ
り
血
を
入
れ
な
が
ら

時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
J
A
グ
ル
ー
プ
が
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
で
楽
し
い
農
業
を
実
現
す
る
主

役
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
や
さ
い
バ
ス
」以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。

最
後
に
、と
て
も
パ
ワ
フ
ル
な

加
藤
代
表
か
ら
J
A
グ
ル
ー
プ
に

期
待
す
る
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
① 「
モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
」を

利
用
し
た
農
薬
散
布

写
真
② 

台
風
に
強
い

「
ニ
ン
ジ
ャハ
ウ
ス
」

写
真
③ 

縦
型
水
耕
栽
培

「
フ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ル
」

㈱
エ
ム
ス
ク
エ
ア
・

ラ
ボ
の
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

「やさいバス」のしくみ運送には旅客バスも利用

農産物の受け渡し松坂屋静岡店もバス停の一つ

「やさいバス」のバス停 まちを走るやさいバス
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『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

　全農は、勝利チームに副賞として東北6県のお米と「海
外遠征時のお食事サポート券」を贈呈。さらに、女子決定
戦でMVP賞に輝いた鈴木夕湖選手（LOCO SOLARE）
には全農が運営する産地直送通販サイト「JAタウン」のギ
フトカードを贈呈しました。また大会期間中、選手エリアに「も
ぐもぐブース」を設
置。出場選手の皆
さんのハーフタイム
や試合前後でのエ
ネルギー補給用の
食 品を 提 供し、
「ニッポンの食」を
パワーに変えていた
だきました。

JA大潟村

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

　「パンプキンパイ」は、秋田県大潟村特産のカボチャを使
用したあんを、バターたっぷりのパイ生地で包み込み、一
つ一つ丁寧に焼き上げた手作りパイです。一口食べると、
ホクホクのカボチャあんのやさしい甘みが、口の中いっぱい
に広がります。販売開始から30年以上変わることのないこ
だわりの味は、お子さまからご年配の方まで幅広い世代に
親しまれています。
　家族の団らんのひとときや、大切な方への贈り物に、JA
大潟村の「パンプキンパイ」をぜひ、ご利用ください。

パンプキンパイ　1箱20個入り…
3680円（税込み）

　全農は北海道・稚内市みどりスポーツパークで開催さ
れた「全農2021女子カーリング日本代表決定戦」、「全農
2021ミックスダブルスカーリング日本代表決定戦」に特別
協賛し、出場した選手の皆さんを「ニッポンの食」で応援し
ました。　　　　　　　　　　　　　    【広報・調査部】

　9月10日から12日に開催された女子決定戦では、
LOCO SOLARE（ロコ ソラーレ）と北海道銀行が熱戦を
繰り広げ、LOCO SOLAREが日本代表の座をつかみ取り
ました。
　ミックスダブルス決定戦（同18日～20日）では松村・
谷田が吉田・松村、竹田・竹田との三つどもえの戦いを
制し、勝利。勝利した両チームは今年度内に開催される
国際大会に日本代表として出場します。

選手の皆さんと大会を「ニッポンの食」で応援
カーリング女子&ミックスダブルス日本代表が決定!

LOCO SOLAREの皆さんへ副賞を贈呈

松村・谷田のお二人へ副賞を贈呈女子日本代表決定戦の様子

©JCA IDE

もぐもぐブースで商品を選ぶ、
吉田・松村の吉田夕梨花選手
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